
_ ，取扱説明書 
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この取扱説明書は、 Recycled Paper をイま用しています。 






お買い上げいただきありがとラございまず。 
このカメラは『持つ喜び、使ラ喜び、ずば5し 
い写真を手にずる喜び J の基本思想のちと、 
才ートフオーカス/マニュアルフオーカスが 
切り替え可能なフオーカスシステム、絞り優 
巧オート/ブログラムオートおよびミ尤晌タイ 
ブのレンズを搭載した3已 mm レンズシャツ 
ター式カメラでず。 


ご使用になる前に、がずこの取扱説明害をよくお読 
みいただき、正しい取り巧いでお使いください。 
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別売アクセサリー . 己己 

主な仕様 . 己6 

ストラップの取0付けかたと 
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巧全に関ずる表示について 

この取扱説明書では、このカメラを安全に使用して 
いただ<ために、次のよラな表示をしています。巧 
容をよくお読みいただき、正しく使用してくださ 
し、。 


A ま意 

このマークは、製品を正しくお使いいた 
だけなかった場合に、製品の使用者等び 
儒害を賃ラ危険および物的損害の発生び 
想定されることを示します。 


A 警告 

このマークは、製品を正しくお使いいた 
だけなかった場倉に、製品の使用者等が 
死亡または重傷を負ラ可能性び想定され 
ることを示します。 


巧り扱い上のま意 

〈カメラ使巧上のま意〉 

♦このカゾラは防水微棉になっていませんので、雨天や水 
中では使用できません。万一水に挽れてしまったときは 
早めに当社サービスステーションにお持ちいたださ、点 
検を受けてくださし、。 

♦擺影レンス、測距窓、測光窓などを指紋などで巧すと力 
ゾラの精度に搔嚮を及ぼしますので充分な意してくださ 
し、ちし巧れた場合はむやみにがかず、セー厶巧や巿酿 
の眼親拭き用紙などで軽く拭く程度にしてください。ま 
た、□ミやぶコ U はブ□アーで吹き飛ばすかレンズ刷毛 
で化ラよラにしてください。 

♦本体の巧れを落とすときは、柔らかな巧などで拭いてく 
ださい。ベンジンやシンナーなどの有微溶剤は本体破損 
の原因になりますので、絶巧に使用しないでください。 

♦レンズの錯胸（繰0出し部分）には無理な力を加えない 
でください。故障の原因にな0ます。 

♦カメラを落下させたとさは、外観に異常びなくてち、巧 
部が破損していたり、ずれたりしている場合がありま 
す。必ず当なサービスステーションにお持ちいたださ、 
点検を受けてください。 





♦巧岸やほこりのをい巧での愼影後は、カメ 
ラをよく清掃してください。潮風は金/ぶを 
腐食し覃子回路の酣線，ショートの原因と 
な0、発煙•発乂を起こすことちありま 
す。また砂ぼこりは内部槪梢の作動不良を 
起こします。 

♦寒いところから急に瞄かい室内に持ち込む 
と、レンズがくらることがあります。しば 
らくするとくちりは消えますが、繰り返し 
斤ラと内部に水滴び生じます。水滴は單子 
^ミ主意回路の断線■ショートの原因となり、発 
煙■発乂を起こすこともあります。急激な 
温度変化はできるだけ避けてください。 

♦直接曰光の当たる場所に放两しないで<だ 
さい。太陽光び近くの物に結像すると被損 
や乂災の原菌にな0ます。フ□ントカパー 
を閉じる、または直が曰光を避けて保管し 
て < ださい。 

♦カメラは精密な電子機器です。おモ回路の 
断線による発煙-発火や撒補の破損の原因 
となる落下や衝擊は避けでください。 


I ♦ミ 毎が旅行や結婚式など大切な拒おのとさ 
A :まは、前もって作動の確認、またはテスト症 
'"I 影をしてか! 3 使用してください。また、予 
1備の巧池を巧巧してください。 

♦カメラや單池が熱くなる、煙び出る、焦げ 
異いなどの異常を感じたとさは、速やかに 
潭池を取り出してください。乂ぶや乂おの 
原因となります。（電池を取り出す傑、火 
傷には十分ご注意ください。） 

♦水などび直接かかる場所や湿気の多い場 
巧、または添れた手で本機を使用しないで 
A ください。感谭や堪テ回路のショート、発 

心 ° 熟、発煙、発义、腐食による故廣の原因と 
な0ます。（雨天、降雪中、海岸、水辺な 
どでの使用は特にま意してください）。 

♦引乂性ガスの発生するよラな場所では使用 
しないで<ださい。発义事故の原因にな0 
ます。 

♦本機を分解-改造しないでください。高霉 
圧がかかり感逗する恐れびあります。 5 





♦本機内部には窝逗圧回路び組み込まれてし、 
まず。落でなどにより破損したとさ、内部 
には絶巧に手を触れないでください。感電 
する危険性びあり素す。 

♦スト□ボ櫃影時、スト□ボを人の目（とく 
に乳幼児）におづけて、撮をしないでくだ 
さい。目の近くでスト□ボを発光すると視 
力障害を起こず危険性があります。 

♦本傑を幼児-子供の手の届く範囲に放置し 
ないでください。また、幼児■子供の近く 
I /K 酱告 で使用するとさは、細むのま意を仏い、不 

用意に本機から離れないでください。幼 
児-デなには安全巧普-ま意の巧容が理解 
でをませんし、加えて U 下のよラな事故の 
恐れがあ0ます。 

■本樵を疆としたり、倒したりしてケガを 
する。 

-誤ってストラッブを首に巻さ付け室息を 
起こす。 

， モーターが 動を、ス フールに 指が巻き込 

6 1 I まれる。 


•レンズ収納時、フィルムガイドの巧側に 
指を挟む。 

-フ□ントカバーを閉じるとき指を挟む。 

♦カメラで太踢や強い光源を直接見ないでく 
ださい。視力障害を起こすち険性がありま 
す U I 

Aagt ♦移動しなびらの1最 g ミはおやめ<ださい。特 
にファインダーを骗きながら移動すると事 
故の原因にな0ます。 

♦櫃影時は被写体に気をとられすぎずに周囲 
のが況にち巧分を;首;をはらってください。 

!♦ストラッブび首にきき付くとを険です。ル 

I さなお子様がストラッフを首に掛けないよ 
ラにごま意ください。 I 



〈カメラの保管について〉 

•4^ い場巧（なの海辺、直射日光下の車內など）に長時間 
おいておくと、フィルムや里池の性能を低下ごせ、カメ 
ラにち悪影嚮を及ぼしますので放置しないでください。 
•カメラを長期間使わないときは霉池を取り出しでおいて 
ください。疆池の液漏れなどによる事故を防ぎます。 



•力^ラは湿気やほこりのある場所や防虫 

1 

剤のあるタンス、実験室のように薬品を 

A ま意 

1巧うところを避け、風通しのよいところ 

に保管してくだごい。單子回路の断線、 

1 

ショートの原因となり、発煙•発火を起 

1 

こすことちあ0ます。 


〈カメラび作動しなくなったとを〉 

このカメラは、外部の強力な静潭気等に巧して、梧めて 
まれにカメラが作動しなくなることがあります。このよ 
うな場合は、カメラ里源を日 FF にして一度逗池を取0出 
します。カメラ單源を日 N — 日 FF し、表示パネルの表 
示が消えた搂再度入れ直してから、ご使用くだごい。ま 
た曰巧-時刻をセツトし直してくだごい。 
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〈電池取り扱い上のごま意〉 

•猩池は一般に、低温になるにしたびって一時的に性能が 
低下します。寒冷 i 也での使用の前後は力;^ラを防寒具や 
巧服の内側に入れるなどしで保温してください。なお低 
温のため性能の低下したお池は、常温に戻ると回復しま 
す。 

♦霉池の+-程が汗や油などで巧れていると、接輔不良を 
おこす原因になります。乾巧でよくがいてから使用して 
くだごし、。 

♦長期の旅行などには、予脯の霉池を巧意してくだごい。 

•里池の+ — を間違えで入れると力;^ラは作助しません。 


A ミち意 

♦金属製のピンセットのような巧霉性のある 
もので覃極に触れないでください。單池の 
消耗を早めるだけでなく、ショートしてち 
険です。 

1 

1 

1么酱告 

♦軍池を廃棄する場含は、接点にテープを貼 
るなど絶縁してください。廃棄後他の金属 
と接軸すると、破裂、発火の原因となりま 

1す n 


♦次のよラなことは絶対にしないでくださ 
し、。輩池が破裂し火ぶ、けがや周回を巧 
損する原因となります。 

①この力;^ラで指定されている谭池しソ外 
は、使用しないでください。 

③疆池の極性（一と一）を逆に入れない 
でください。 

③霉池を乂の中に入れたり、巧’山ショー 
卜、分酷、加熱は絶础こしないでくだ 

A 酱告 さぃ。 

C を CR 123 A または日 L 123 A (3 V リチ 
ウムお池）は巧電禁止です。粗対に巧 
覃しないでください,， 

I •輩池は幼おの手の届かないところに打い 
てください。万一逗池を飲み込んだ場 
合、蟹池び壊れて霉池の液で酉、膀など 
が損傷する恐れがありますので、直ちに 
医師と相談してくださし、。 





撮影手順の早わかり 


1、を池を入れまず。 


(P12) 



日、被写体の大ささを巧め 
まず。 （ P 30) 



2、日付•時刻を合 
わせまず。 （ P 21) 


I ™ 

弓3ぶ巧 


目、撮おしまず。 



3、フィルムを入れま4、メインスイッチを 
ず。 （ P 24) " AF " にしまず。 



7、フイルムを巻き戻しを、 
取りだしまず。 （ P 33) 



巧おがお了した5 












各部の名称 


⑩⑥⑧⑦⑥⑥④③③① 
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® ⑩ 





















の露出補正ダイヤル ( P 38) 

⑤ ファインダー ( P 1 日） 

③セルフタイマーし ED ( P 4 目) 
@測光窓 

⑥ 測距窓 

⑥ AF 補助光窓 ( P 32) 

⑦ シヤッターボタン ( P 20) 

⑧ ズーム ぶ’タン ( P 30) 

⑨ ダイヤル□ック 
解除ボタン ( P 48) 

顿メインスイッチ兼 

フォーカスダイヤル ( P 1 己） 

⑩ 吊り環 ( P 已 8) 

⑩絞りボタン A ( P 3 日） 

⑩絞りボタン日 ( P 3 日） 

@絞り表示 LCD ( P 36) 


返) フ□ントカバー ( P ] 4) 

饭: •撮影レンズ 
⑩ レンズ観目同 
贷) スト□ボ発光部 ( P 40) 

@ 表示パネル ( P 18) 

矮) ファインダー接眼部 ( P 1 日） 

领 視度調整ダイヤル ( P 15) 

愛) スト□ポボタン ( P 40) 

@裏 ぶた ( P 24) 

@ 吊り環 ( P 已 8) 

透) たルフタイマーボタン ( P 4 日) 
凌! デートボタン ( P 21) 

⑩ セレクトボタン ( P 21) 


矮) 兰脚取り付け穴 ( P 4 日） 

透) セツトボタン ( P 21) 

透) 途中巻き戻しポタン ( P 33) 
⑩霞池 室/里弛ぶた ( P 12) 

獲) フイルム確認窓 
獲) 靈ぶた開放ノブ ( P 24) 

@ フイルム先端マーク ( P 25) 
輿 スプール ( P 25) 

蠻 フイルム室 ( P 24) 

⑩ DX 接点 ( P 24) 

@ フイルムガイド ( P 2 己） 


撮影前の準備 


1、電池の入れかた 



①里池ぶたをコインなどを利用霞軍池室内の表示に従って電 
し、矢印方向に回して開けま 池を正しい向きで入れ、ふ 

ず。 たを元通0閉めまず。 


電池は 3 V U チウム覃池に Rl 23 A または DU 23 A ) 1個を使用 
します。 


〈バッテリーチェック〉 

電弛を入れた後、カメラを一度作動 
させて<ださい。表示パネルに 
i (電池残 量 表示）び表おさ 
れます。 





里ミせ巧■表示 


(点滅） （点滅) 



霉池の容里新しい電池電池交換し逗池容窒び 
は充分です。を準備しててください。ありません。 
くださし、。 


〈電池の交換時期〉 

表示パネルに" 9 " マークが点滅した5、電 
池交換の時期です。カメラ電源を " OFF " にし 
てか5新しい電池と交換してください。 


♦力ラから獲池を取り出したときは、すみやかに新し 
い電池を入れてください。お池を抜いて約3日秒放 
置すると曰付-時刻げ I 」セットされます。そのとを 
は設定し直してください。 

♦ " 2 ■ マークが点滅してからち撮影はでさますび、 
すみやかに击池交換してください。覃池容壺が使用 
限界を廚えると、表示パネルの"日’’マークげ点 
滅し、力ラは作動しな<な0ます。 

♦强池によってはその性質上、装着時一時的に頸圧が1氏 
下し、 " C 1 ' マークび点滅することびあります。 
新品逗池装着渡すぐに" 2 " マークび点滅した場 
合は、一度インスイッチを " OFF " にし青度日 N に 
してください。この操作を巧って‘’ J — マークが 
点灯したらそのままお使いいただけます。 
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、フロントカバーについて 




〈フ□ントカバー開閉時のごま意> 

♦フ□ントカバーの開閉はぶずメインスイッチの 
〇 " AF ‘で行つてくださし、。 

フ□ントカバーを手で無理に開けたり、手で押して 
閒めよラとすると故障や破拐の原因になります。 
♦フ□ントカバー先端部やレンズ鏡胸先端部は、極端 
に強い力を加えないよラにしてください。故廣や破 
損の原因になります。 



〈フ□ントカバー/レンズ鏡晌作動中のごま意> 

♦フ□ントカバーやレンズ鏡胸び動いているときは、無 
理に動きを止めるなどしないでください。 

♦誤ってレンズ先端に力を細えた0、カメラケースに 
入った状態でメインスイッチを "（ S " づ “ AF ’ に 
すると、約！〜6秒カタカタと音がしますげ、内部メ 
力を保護する機橘が働いているためで故障ではありま 
せん。この探、フ□ントカバーび固定されないが態に 
なったときは次の方法で 復帰 ごせてください。 

①メインスイッチを一旦 — にします。 

③しばらくして再びメインスイッチを — AF — にして 
ください。 

* ] 回で 復帰 しないときは、①、③を数回繰り返して 
ください。 保護 磯棉が解除され元の正常なげ態に戻 
ります。 


3、メインスイッチ 兼フォー カスダイヤ 
ルについて 



ダイヤル□ッ 
ク解除ボタン 


メインスイッチ兼フオーカスダイヤル 


メインスイッチ兼フォーカスタ'イヤルはカメラ電 
源の日 N / 日 FF とマニュアルフォーカス撮影 
( P 48) に使用します。"©"一 " AF " にすると 
カメラ電源び " ON " になり全自動撮影モード 
( P 28) になります。また、ダイヤル□ック解除ボ 
タンを巧しなびら " w 〜〇.日’’にするとマニュア 
ルフォーカス撮影モードになります。 


4、視度調整のしかた 


ファインダー 



ネ貝度調藝ダイヤル Z . フォーカスフレーム 


このカメラは視度調整臟構が内鼠されています。 
視度調整ダイヤルを回して、ファインダー内 
フォーカスフレームがはっさり見えるよラに調壁 
してください。調整範囲は+ 2〜一3.己 D (ディオ 
プター）です。 
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已、ファインダー內表示 


(ファインダー表示の図は説明のための全情報を表示したをので、実際 
の表示とは異なります。） 


② の® 


③ 


③ 





〈ファインダー内表示> 

1撮影範囲枠 

通常の撮影では、この枠内で見え 
る範囲び写ります。 ( P 31) 

を近接撮影範囲巧 
撮影距離が約1.日 m 〜日.己 m のとさ 
はこの枠の範囲内に被写体を入れ 
て < ださい。 

③ フォーカスフレーム 

ピント含わせを巧ラ範圃の目安で 
す。 （ P 31， 己 3) 

④ 露出捕正マーク 

露出補正を設定しているとさ点に T 
します。 ( P 38) 













感 フォーカス表示（兼.距離表示） 

〈オートフオーカス時> 

測距結果に応じて点口または点滅します。 


00-5 . ^ 1-日.已点滅 

表示 gi、kOS 
のいずれかび 
点灯 

表示の距離範囲被写体までの 
内でピントび距離び近すざ 
內 g 含っています ます。日.日 miU 

上離れて<だ 
ごい。 


00- 己と1-日.己 
が点滅 


ピント合わせ 
びでさません 


〈マニュアル フォー カス時> 

設定された値に応じて己、已-2、 2-1 
1- 日.已のいずれかび点'丹します。 = 


⑥ スト□ボ マーク 

点阿：スト□ボび発光します。 

遅い点滅 （ 2回/秒);スト□ボ充電中。 

速い点減 ( 4回/秒):ス ト □ボ撮影範囲が を告 
です。（被写体びおすざる場合は露出 
オーバーに、遠すぎる場合は露出アン 
ダーになります。） 

⑦ シャッタースピード 

シャッタースピード表示の]日日日は 1/1000 
秒を、1己は1/1已秒を示し、2個表示されて 
いるとさは、その間の値を示します。また LT 
の点灯は1/10秒〜1日秒を示し、点滅すると 
をは盛出連動範囲がになる表示で露出アンダ 
一になります。また1日日0の点滅は麗出連動 
範囲がになる表示で露出オーバーになります。 



ファインダー巧表示は次の操作をしたとさに表示 
ごれ、 8秒間表示したあと自動的に消える省電設 
計になっています。 

1) メインスイッチを " AF " にしたとさ。 

2) メインスイッチ " AF " のが態で 、シタツター 
ボタン半押しで表示されます。また表示中にボ 
タン類を操作したとさは、表示はさらに8秒間 
延長されます。 
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、表示パネル及び絞り表示 LCD 


〈表ちパネル> 


(3> 

が 


を 


a 


mifSEQum 




• 卜 8.8 88-88 


<§) 

廊 


① デートマーク ( P 21) 

Y . M.D (年.月旧）、 D . H.M (日.時.分）、 
M . D.Y (巧，日.年）、 D . M.Y (日.月.年） 

⑤ スポットフォーカス表示 

フォーカス範囲びスポットフォーカスのとき 
表示します。 （ P 日〇1日 3) 

贫電地残 S 表ち （ P 13) 


















(表示パネル及び絞 0 表示 L CD の図は説明のため全 情 
報を表示したちので、実際の表示とは異なります。） 


④ セルフタイマー表示 （1 日秒まには2秒） 

( P 46) 

⑥ フィルムカウンター/曰巧*時刻/語出補正値 
/マニュアルフォーカス設定距離/セルフタイ 
マー-カウンター/カスタムフアンクシヨンの 
各表示 

⑥ スト□ボモードマーク ( P 40) 

自動発光モード"ぞ " 

赤目軽減自動発光モード‘’ 

発光禁止モード"⑤" 

強制発光モード"も" 

夜景ポ-トレ-トモ-ド '' 


〈絞り表示 LCD 〉 



⑦ " P " ( P 2 目、已 4) 

麗出モードが"プ□グ 
ラムオート’‘のとをに 
表术します。 

( I ) 絞り目盛 （ P 3 目、己 4) 
絞り輕先オートセット 
時に表示します。 


( を 狡り値 ( P 36) 

絞り値表示は3日 mm (ワイド）時の数値で 
す。目日 mm (テレ）時の実絞り値は P 37 の表 
のよラになります。 

⑩ "6 .ア I 

3日 mm (ワイド）時絞り値 F 3.7 のときの 
目日 mm (テレ）時の実絞り値 







I 


、シャツターボタンの押しかた 


キ 巧し 


を巧し 



シャッターボタンは2段階押せるよラになってい 
ます。1段目まで押すことを"半押し"といい、半 
押しからさ5に2段目まで押すことを"全押し" 
といいます。シャッターボタンはそれぞれの位置 
でなのよラな働さをします。 
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半押し 

ピント含わせと露出の測定（測光）を巧います。 

全押し 

レンズがピント位置まで繰り出され、シャッター 
が切れて撮影が行われます。 撮影後、フィルムを 
きさ上げます。 

* シャッターボタンは力;< ラぶれを起こさないよ 
ラに人差し指の腹で軽く押してください。また 
力;<ラの福えかた （ P 2 目）を必ずお読みくださ 
い。 

♦半巧し時、レンズびピント位廣まで繰り出されるよラ 
に変更することびでをます。 （ P 巳日参照） 







、曰付•時刻の合わせかたと写し込み 


巧ぶ巧 


DATE SELECT SET 


デート 
マーク 

-曰巧- 
時刻表お 


(写し込みなし） 




デートボタンー J 

セレクトボタン 


II 


曰•時*分 


S :ご口:己日 


© © © 

CED 


1 巧 


t の 

し-セツトボタン 

己||己： 33 


n f n 1 OQ 
U 1 U 1 JD 

づ 

55 GI 0 1 


月•曰•年 


曰•月•年 


年•月-曰 


〈曰付-時刻の合わせかた〉 

電池を入れた後 ( P 12) デートポタンを押すと、表 
示パネルに"-1’び表示されます。 


0D 


①デートボタンを押して日付または時刻表示を出 
しまず。 

デートボタンを巧すごとに、-（写し込みな 

し）づ月.曰.年づ曰-月-年づ年.月.曰、づ 
曰-時-分に表示び切り曾わります。 

♦曰巧-時刻表示に含わせてデートマークち表示されま 
す。 
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③ 


③ 


_3^D •• を ; 


づ 


* 1■削、 

3ち。す I 


® セレクトボタンを押して合わせたい位置の数字 
を点滅させまず。 

C 3) セツトボタンを押して正しい数字にしまず。 
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り曰付•時刻の両方を合わせ終わった5、数字の 
点滅が消えるまでセレクトポタンを巧しまず。 


广 姐 D 


A C 03 

弓弓ぶ巧 


3 

nn 

UU 


8砂後 


•時刻合わはで"分’’点滅のとき、時報に含ねはてセレ 
クトボタンを巧すと■日日"秒からスタートし、正確 
な時刻をわはびでをまず。 

•含わせた曰巧-時刻表示はが] 8秒後に消灯しフィルム 
カウンターに切0替わりデートマーク表示のみになり 
ます。 

•点滅表示は約目0秒放置するとデートマークとカウン 
ター表示に切り曾わり、点滅表示値の数値で設定され 
ます。曰巧-時刻の修正は、表示の点滅中に巧ってく 
ださい,:， 










〈曰付•時刻の写し込み〉 

この力^ラは撮影時に、曰付や時刻を自動的に写 
し込むことび‘でさます。 

ぶデートボタンを巧して写し込むモードを選びま 
す。 

デートボタンを巧すごとに、-（写し込み 

なし）づ月' 曰-年づ曰•月-年づ年，月■曰、づ 
曰-時-分に表示び切り曾わりますので、希望する表 
おを出してください。 

♦表示した曰付-時刻表示は約8秒後に消‘灯しフィルム 
カウンターに切0替わりデート マーク 表示の みに な0 
ます。写し込む內客を確認したいとさはデートボタン 
を巧してくだごい。 

磨 シャッターボタンを巧して撮影すると、曰付や 
時刻が写し込まれます。 


¢=3— 写し込 
み位置 


♦写し込みは写賽のちで隅になります。写し込み位置の 
背ち び白や黄色のよラに明るいときは、勘字が読みに 
くくなることがあ0ます。 

♦曰付や時刻を写し込みたくないとさは、-にして 

摇をします。 

規定枚数を越えて撮おされた最倏コマには、この力六 
ラの機構上正しく写し込まれない場合があります。 









9、フイルムの入れかた 



フィルムは、日 X マークの付いたフィルムをご使 
用ください。フィルム感度び自動のにカメラに 
セツトします。 

• □ X マークのないフイルムは I so 1日日にセットさ 
れます。 


①裏ぶた開放ノブを矢げのち向に下げ、 g ぶたを 
24 開けまず。 


② 



♦フィルムを入れるとさは、カメラの内側に入っている 
「保護シート」は必ずとりはずしてくださし、。 
♦フィルムの出し入れは、直射日光を避けて巧ってくだ 
さし、。 

憑)図のよラにフイルムを斜め上か5差し込むよラ 
にして入れまず。 

♦ DX 接点はむやみに触れたり、巧したりしないよラに 
ミま意してください。 























③フィルムの先端をオレンジ色の " r マーク ま 
で引き出しそのままスプールの上に置さまず。 

このとさ図のよラにフィルムが 浮 さ上がらない 
よラにしてください。 

♦フイルムの先び長く出ている場含は、長さを謂節して 
<ださし、 


®* ぶたを確実に閉めまず。 



⑥メインスイッチを " AF " (カメラ耍源 ON ) に 
し、シャッターボタンを押しまず。 

フィルムが自動的に空送りされ、フィルムカウ 
ンターが"日 1" になって停止します。 

メインスイッチび "（ S ’ （カメラ 巧 源 OFF ) のが 
態では、シャッターポタンを押してち空送りしませ 
ん /。 


♦フイルムカウンターび"日日—で点滅した場合は、フイ 
ルムび正し<送られていません。襄ぶたを開け、ちラ 
一度入れ直して < ださし、 


2己 







、カメラの構えかた 



①脇をしめてカメラをを志させる。 
③写す瞬間に呼吸を止める。 

巧)手にあまり力を入れず、静かに 
シャッターボタンを巧す。 


ピントが合った美しい写真を幅るためには、カメ 
ラをしっかり構えることび大切です。ピントの 悪 
い写真の多くはカメラぶれび原因です。 

カメラは横位置の他、が況により縦位置で構えま 
すび、いずれを自分にあった婪勢を研究してくだ 
さい。建物や木立などを利用して体やカメラをま 
えることを効果的なちまです。 
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横位置 



縦位置 


•櫃影レンズ、測距窓、測 光惡、 A F 補助光窓、スト□ボ 
発光部等に指やストラップがかからないよラにごま意 
<ださい。 

•織位置のとをはスト□ボ葬光部び上になるようにし ま 
す。 




、写真の基礎知識 


〈露出〉 

フイルムに光をあてること。 

写夏の撮影を行ラとさは、絞り開□量とシャッターの開 
閣時間により、フイルムにあてる光の垂を調節します。 

〈シャッタースピード〉 

カメラ本体に組み込まれでいるシャッターは、フイルム 
にあたる光の置を、シャッターび開いている時間の長さ 
で調節します。このシャッターを開いている時間の晨ご 
をシャッタースビードと言います。 

〈絞り値〉 

レンズに組み込まれている絞0は、レンズを通りフイル 
ムにあたる光の量を、開□部を拡げたり縮めにりして調 
節します。この開□部の大さごを絞0値と言います。 

，絞0値び大きくなるほど開口部は小さくなります。 

〈フイルム感度〉 （ ISO <直） 

フイルム感度は、どの程度の光までフイルムが感応する 
かを IS 曰（国際標準化機偶）で定められた数値で表して 
います。 


ISO 値がルごいほど光に対する感度び低くなります。き 
め細かく富画質な写真を樞るのに適しています。 

ISO 値び大さいほど光に対する感度は离くなります。か 
ない光のおで感応しますので、暗いところでの撮影や高 
速シャッターでの撮炭びでさます。しかし、をめは粗く 
階調再現性は悪くなります。 

〈巧写巧深度〉 

レンズの一般的性質として、ある被写体にピントを合わ 
せたとさ、被写体自身び鮮明に写るだけでなく、その前 
褚にち鮮明に写る範囲びあります。この範囲を被写界深 
度といいます。同じレンズでの被写界深度は次のように 
変化します。 

①絞りを絞り込むほど巧写巧深度が深く（広く）、開放に 
するほどミ美く（狭く）なりまず。 

③被写体との距離げ遠いほど被写界深度び深く、近いほ 
ど递くなります。 

: 3 ;ピントを含ねはた被写体のを方になく、前方に递くな 
0ます。 



基本的な撮影 I 


、メインスイッチを " AF " にしまず 



メインスイッチを回して"©"一 " AF " にし カメラの電源が ON になり、自動的にフ□ントカ 
まず。 バーが開さ、レンズが繰り出されて撮影がでさる 

が態になります。この時カメラは;夕のような全自 
動撮影にセツトされます。 
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プ□グラムオート" p " 

あ5かじめプ□グラムされている絞りとシャッ 
タースピードの組み合わせの中から、被写体の 
明るさに適した組み合わせをカメラび自動的に 
選びます。スナップ撮影など気軽に撮影するこ 
とびでをます。 

オートフォーカス活影モード 

シャッターボタン半押しでカメラび自動的ピン 
卜合わせを行います。 

自動発光モード"ち Aum " 

暗いところでの撮影や逆光のとをスト□ボび自 
動的に発光します。シャッターボタン半押し 
時、ファインダー巧 • V " の点灯は、ストロ 
ボび発光するお知らせです。 


•フオーカスダイヤルを " AF " 一 @ にするとレ 
ンスが収納されてフ□ントカバーび閉じ、カメラの 
霉源び日 F F になります。 

•カメラをすぐに使わないとさは、不用窟にシャッ 
ターが切れるのを防ぐためにカメラの摩源を日 F F 
にしてくださし、。 

•カメ寻灌源を ON にしたときに貼初に tz ットされる 
スト□ボモードを変更することがでさます。 

( P 4 己） 

参ピント位置を手動で tz ットすることもできまず。 
(マニュアルフォーカス贴が： P 48) 


2、被写体の大ささを決めます（ズーミング) 



被写体をファインダーで見な 
が5、ズームボタンを押して 
大きさをミ央めます。（ズーミ 
ング） 


ズーム ポタン" W " 

風景など広い範囲を撮影す 
るとさに使用します。 


ズーム ボタン" T " 

写したいちのを大きく撮影す 
るときに使用します。 
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3、撮影しまず 



a : ピントを合わせたい被写体にフ オーカ スフレー 
ムを向け、シャッターボタンを半押ししまず。 

ピント合わせび行われるとファインタ I 一巧の 
"フオーカス表示"び被写体との距離に応じて点 
けします。またその時のシャッタースピードが 
表示されます。 


常"フォーカス表示"が点打していることを確認 
してか5、そのまま静かにシャッターボタンを 
全巧しして撮影しまず。 
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このカメラは外部パッシブ方式のマルチフオー 
カスを搭載していますので、被写体び フォー カ 
スフレームから多少はずれていてむピント含ね 
せびできます。 ( P 己 3) 

•シャッターボタン半巧し時、" > マークが点灯する 
とさはスト□ボが発光します。 

•シャッターボタン半巧し時、フォーカス表示の’’1〜 

0.己’が点滅しているとさは被写巧との距離が近すざま 
すのでシャッターが切れません。日.己 m 政上の距離で 
撮影して < ださい。 

•被写体が階くてオートフォーカスの精度が低下すると 
さは 、 A F 補助光窓からホが線を発光して被写体を照 
射し、オートフ オー カスの精度を富める機おになって 
し、 ます。 

AF 補助光の有効距離は約 5 m です。 


参ピント合わせがでさないときは、フォーカス表示の 
" w 〜日’と’1〜0 .5’ が点滅し、シャッターが切れ 
ません。等距離にある別の被写体でフォーカス□ック 
( P 34) して撮影してください。 

♦ファインダー内シャッタースピードび "1 日0打’で点 
滅したとさは强出連動範囲がになる表示で、醒出オー 
バーに な0ます。 

• " LT " が点滅するとをは露出連動範囲外になる表示 
で、經出アンダーになります。 


4、フイルムの取りだし 


‘00’ び点滅 



フィルムをを部撮影しおえると自動的に普を戻し 
び始まりまず。 


巻さ戻し中はフィルムカウンターが減算表示し、 
巻き戻しび終了すると、モーターが停止しカウン 
ターの "00" 表示が点滅します。巻き戻し終了後、 
患ぶたを開けてフィ J レムを取り出してください。 

巻さ戻し終了するまで雲ぶたは絶対に開けない 
で < ださい。 

♦一度襄ぶたを開けるまで、カメラは作動しません。 
♦フィルムを途中で巻き戻すときは途中巻き戻しボタン 
" R " をショルダーストラップ巧谣のストラップアジャ 
スターの 先端 または化の細いをので巧してくだごい。 
♦取り出したフィルムは早めに現像に出しましょう。 








撮影のテクニック 



、フ オー カス□ッ 




才ートフ オー カス撮影のとさ、シャッターボタン 
を半巧しすると、その時のピントび固定されます。 
(フ オー カス □ツ ク） 

構図によって被写体がフオーカスフレームか6大 
きくはずれるときは、フオーカス□ックを利用し 
て撮影してください。 


①ピントを合わせたい被写体にフオーカスフレー 
ムを向け、 シャッターボタンを半押ししまず。 

ピント合わせび行われ被写体との距離に応じて 
"フオーカス表示"び点灯しピントび固定しま 
す。 
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♦ヒントと同時に密出を固定されます。 （ AE □ック） 












風シャッターポタンを半押ししたまま写したい構 
図にカメラを戻し、さらにシャッターボタンを 
押して撮影しまず。 

♦シャッターボタンを半押ししている間フォーカス□ッ 
クは継続していますので、力;<ラの向きを変えてもピ 
ントは変わ0ません。 

♦フォーカス□ックはシャツターボタンから指を離ずと 
解除されます。 


〈誤測距および測距不能になりやすい被写体〉 

次のよラな被写体はピントが含いにくいので 
フォーカス□ックを利用して、等距離にある別の 
被写体に一度ピントを合わせて撮影しましよラ。 

♦低コントラストの被写体。 

♦繰0返し同じパターンのちの 
♦暗い被写体。 

♦水平線など横線だけの被写が。 

♦非常に明るい被写体や光沢のある被写体。 
♦フォーカスフレームやその周辺に、強い光源がある場 
を、および太陽光など強い光源があ0画面內に入る場 
合。 

♦フォーカスフレーム巧に極度に距離の逵ラ被写体び巧 
存する場を。 

♦高速で移動ずる被写体。 


2、絞り優先オート撮影 


36 



絞りボタン A 


絞りボタン B 


絞り表おし CD 


レンズの一股的な性質として、ある被写体にピン 
卜を含わせたとさ、被写体自身が鮮明に写るだけ 
でなく、その前後にを鮮明に写る範園（被写界深 
度といいます。 P 27.49参照）があります。 

絞りを絞り込むほど鮮明に写る節囲が広くなり、 
開放にずるほど狭くなりまず。 

この性質を利用して、被写体を背秦を鮮明に写し 


おり表示 LCD (表をはおり也巧オート時) 


鮮明に写る範囲び 
狭くなります。 

II 辭明に写る範囲び 
広くなります。 


たり、あるいは被写体のみ鮮明に背景はぼかして 
写すことができます。作画意図にをわせて絞り値 
をセットしてください。 

絞り祖先才ート撮影は、あらかじめ絞りをセット 
ずると、被写体の明るさに応じてシャッタース 
ピードを自動的にコント□—ルしまず。 






プ□ブラムオート 


絞0巧巧オート 


[FI 苗 

F 3.7 例： F 8 

® 絞りボタン A を巧ずと" P " が消え"絞り目盛" 
が表示され、絞り優先オート撮影モードになり 
まず。 


③ボタン A または B を巧ずごとに"絞り目盛"位 
置が;夕のよラにをわりまず。巧望の絞り値に合 
わせて < ださし、。 


ボタン A づ づ づづづ 

P 3.7 5.6 8 11 16 

ボタン日 ■*—<«— 


•ファインダーには絞りに応じて自動セツトされた 
シ ヤツター スビードげ表示されます。 

•ズームすると実際の絞り値は;欠のよラに変わります。 
また、テレ側にするとスト □ ボ撮影範囲が短くなりま 
すのでご;ま意ください。 ( P 44 参照） 


立 QrOfT りィだ麵 _ 
F 3.7 
F 5.6 
F 8 

m 

F 16 


— 6なのの t テレ繼 

〇 F 6.7 

け F 10.3 

〇 F 14.6 

<=> F 20.7 

〇 F 26.8 



、露出補正 


補正値をセット 


巧出補正ダイヤル 



表示ノ':ネル ファインタ’一巧表示 



補正値を表示 


撮影のとさ、ま要被写体とその背景に極端な明暗 
差があるために、そのままではま要被写化に適正 
麗出が得5れない場ちに露出の補正を巧います。 
また意図的に厘出オーバ’一、アンダーの写真を撮 
りたいとさにち利巧しまず。 

露出補正を行うときは、カメラ皂源を日 N にし、 
露出補正ダイヤルを回して希望する補正値を表示 
パネルにセットしてください。 

補正値は+ 2〜一 2までの範固ので1 y 3 E V ご 
とにセットすることびでさます。また、ファイン 
夕’一巧には’‘±’’マークが点灯します。 

♦補正値を12 EV ごとにセットすることもでをます。 
( P 己1参照） 

•撮影終了後は必ず露出補正なし（補正表示が消えま 
す。）に戻してくださし、。 







補正なし 



+補正 


逆光などのとさは ••• 

"+0.3"〜"+2"の辭囲で捕正します。 

逆光や明るい空、海をバックにした人物、または 
惡辺の人物などのよラに明るい背養が撮影画面に 
占める割合げ大さい場合、人物は盐出アンダーに 
なり、シルエットのよラに暗くなります。このよ 
うなときは露出を、+日,3〜+2の範囲で補正し 
て、露出を多くちえます。 



暗い背景などのとさは ••• 

"—0.3"〜"一2"の範囲で補正します。 

スポットライトに照5し出された人物などのよラ 
に、暗い背景が撮影画面に占める割合び大さい場 
合、人物は露出オーノ（一にな D 白っぽくな D ます。 
このよラなときは謡出を、一日.3〜一2の施囲で 
補正して、露出を少なくして撮影します。 
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4、ストロボ撮影 
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スト□ボ S 

ボタン 〇 

ろ 


03 


〇 © © © 猫 


①自動発光 


⑥巧 S ポートレート 


i fAUTO 

03 


<= 


f —ダ脚* 
の 

非 




听 

，い,‘^ 

7 の 

05 

づ 

i ぃ'’‘ な 

‘ C3 

=> 

— い n 

* h 
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蔥赤目軽減自動発光 


③発光禁止 


④強制発光 


写したいちのや撮影場所に応じて、スト□ボを発 
光させたり、発光を止めたりすることができます。 
カメラ璧源 ON 時、スト□ボボタンを巧すごとに 
なの順に切り暂わり、表示パネルに表示されます。 
を望するモードにして幅影してください。 

①自動発光モード（カメラの電源を ON にしたと 
き、まずこのモードになります。）一®ホ目軽減 


自動発光モード^感お光禁止モード^译)強制 
発光モードー愈夜景ポートレートモード 

♦力;^ラの霉源を ON にしたときに最初にセットされる 
モードを、 "自動 発光’ Ul 外のモードにセットすること 
をでをます。詳しくは P 4 已をご摸ください。 






















〈1.自動発光モード〉"ぞ UT 0" 

暗いところの撮影で、シャッタースピードび 
1/目日秒より遅くなる明るさのときは、目動的に 
スト□ボ撮影になります。 

この時シャッタースピードは]/目日秒になりま 
す。 


♦スト□ボび発光するとさはファインダー内の‘‘ 4 — 

が点灯します。 

<2. 赤目軽減自動発光モード〉.‘ちの" 

暗いところで人物をスト□ボ撮影すると、まれに 
瞳がホく写る（赤目現象）ことびあ0ます。この 
赤目現象を軽減させる撮影ち法です。 

このモードではスト□ボび約 0.7 砂間隔で2回発光し、 
2回目の発光のとさシわッターが切れます。 


1回目と2回目の間にセルフタイマー L ED び点滅しま 
す。1回目の発光後カメラを動かした0、人物が動かな 
いよラに注君:してくださし、。 

〈3.発光禁止モード> "⑤" 

夕醫れや室内のムードを活かした写真を撮るなど、 
スト□ボを発光させずに撮影したいときはこの 
モードにセットしてください。被写体の明るさに 
盛出をミ夫定しますので自然な感じの写真が撮れま 
す。 


♦暗いときは遅いシかッタースピードになります。カメ 
ラぶれ防止のため三脚をご使用ください。 

♦このモードのとさは、脂くても —4" は表示しません。 
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〈4.強制発光モード 〉" i " 

常にスト□ボを発光させるモードです。 

屋外の撮影時に、たとえば強い曰差しの下や逆光 
下でそのまま人物を撮影すると、人物は脂くな0 
びちです。このよ5なとさは、強蒂リ発光モードに 
すると人物ち背景ちされいに描写することびでを 
ます。（日中シンク□撮影） 

•適正なシかッタースビードが1/6日 秒しソ 下のときは、 
シャッタースピードは1/巨日巧に tz ットされます。 

〈己. 巧景ポートレートモー ド〉"ゲ茶皆 2^" 

赤目軽減自動発光モードの機能に加えて、暗いと 
ころでは背景の明るさに応じてシャッタースピー 
ドび県くなります。（ス□ーシンク□撮影） 

A 广 人物を撮るなどのときに、夕景や夜票など脂いと 
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ころでノ（ックの情景を活かした撮影を行ラときは 
このモードにセットしてください。人物ち夕景ち 
されいにお写することびでさます。 

•ス□ーシンク□帖影ではシャッタースピードが遅くな 
りますので、力;ラぶれ防止のために兰脚をご使用< 
ださい。 



逆光スト□ボ自動発光 

このカメラは宜動発光モード、赤目軽減自動発 
光モードおよび巧景ポートレートモードのとさ、 
画面中央に被写体びある逆光下での撮影では、 
被写体びされいに写るよラに明るさによって自 
動的にスト□ボび発光することびあります。 

♦スト□ボび発光するとをはファインダー巧の‘ち’ 
び点灯します。 


スト□ボ撮影を多用される場合には撮影範囲の 
広いに0400フイルムのこ使用をおすすめし 
ます。 （ P 44 参照） 


スト□ボ撮影時のごま意 
♦ファインダー內"ち"の表示は;欠のお知らせです。 
点灯：スト□ボび発光します。/スト□ボ撮影距離節 
固內です。（シャッターボタン半巧し時） 

遅い点滅 （ 2回/巧):スト□ボ巧里中。 

速い点滅 （ 4回/巧）：スト□ボおお距離お固が酱告で 
す。（シャッターボタン半巧し時）被写巧が近す 
ぎる場合は巧出オーバーに、遠すぎる場合は盛 
出アンダーになります。 P 44 の表を参考に被写 
化との距離を変えるか絞りを変え、点灯になる 
ようにして撮影してください。リバーサルフィ 
ル厶读用時はさらに撮影距離範囲び狭くな0ま 
すので、巧ページの r スト□ボ撮影距離節囲 J 
の跪囲巧で撮影しでください。 

• ^び遅い点滅をしでいるときは、シャツターを切る 
ことがでさません。 
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〈スト□ボ撮影距離範囲 > : 30 mm 時内學スト□ボ摇影距離 く >は 30 mm (ワイド)時絞り値に巧す 

(リバ-サルフィルム使用時） ：目日 mm 時内蔵スト□ボ摇影距離る目 Omm (テレ)時の実絞り値です。 


をな (m) 

に01 Q0 フイルム巧用時 

IS 日400フイルム使用時 

* 出.‘巧り 

0. 

曰 1 1 了 1 ? 1 1 

0 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

V y F3.7 く6.7> 









巧.己 <10.3> 





F 己 0 4.6> 




-- : 

F11 <20.7> 





F16 <26.8〉 




- 


絞り糖先才ート時は、撮お距離に応じてスト□ボの光墨 
び変化します。フ□グラムオート — P ‘| 時は、櫃影距離に 
応じて絞りが変わるフラッシュマチック方式になります。 

スト□ボ据おのときは、" P — にセットずることをおずず 
めしまず。絞りを絞り込んでスト□ボ拓影ずると、拒お 
距强が短くなりまず。またテレ側でおおずるときち据裝 
距强が短くなりまずのでご;主意ください。 


♦内蔵スト□ボの撮影距離範固よりもさらに遠距離での 
スト□ボ撮影を行いたい場合は CONTAX フラッシュ 
アタ‘プター SA -1 (別売）を利巧したク1」ップオンタイ 
プの饥巧スト□ボのご使用をおすすめします。 














スト□ボ 
ボタン--一 


D 



ザ墨 霉 う-®-み-® @ 

点巧 点滅 


〈ホームボジション〉 

カメラ電源を ON にしたときにセツトされるスト 
□ボモード（ホームポジション）を変更すること 
がでをます。 

常用されるスト□ボモードにセットしておくと便 
利です。 


①カメラ電源日 N 時、スト□ボボタンをスト□ボ 
マークび点滅するまで押し続けます。（約2秒） 

③点滅した6—旦ポタンか6指を離し、再度ボタ 
ンを押して希望のモードを選びます。 

③約8秒で自動的に点滅から点口に変わりセット 
び完了します。 

•シトッターボタン半押しまたは、カメラ逗源 OF ドで 
をセツトされます。 


4己 





セルフタイマー撮影は、]日秒と2秒の2種類が 
あります。記念極影など、自分ち一緒に写りたい 
ときは "のの" （] 日秒）を、暗いところでの撮影 
などでのシャッター押し時のカメラぶれ防止には 
"お’‘ （2 秒）を利用します。 
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( OFF ) 


10砂 


2秒 


ダ, 

玉 


；5 



の） 

! の" ’ 

，•弓 


皆 V ‘ 

巧 


①カメラを兰脚などで固定しまず。 

厦カメラ電源を ON にしてセルフタイマーボタン 
を巧ずと表示パネルの表示が"表示なし"（セル 
フタイマー OFF ) — "の10 " — "を）"に切 
り曾ねりまずのでを望の表示にしまず。 




























巧)シャッターポタンを半巧しし、ファインダー內 
フオーカス表示の点打を確認してか5シャッ 
夕ーボタンをを巧ししください。 

セルフタイマーび作動し、1日秒または2秒を 
にシャッターび切れます。 

•振影終了後は通常の握影に切0替わります。 

•セルつタイマーを猪中で中止するとさは、たルフタイ 
マーボタンを巧してくださし、。 

ルつタイマー作動中つィルムカウンターは、シャッ 
ターが切れるまでの残り時間（秒）を示す表示になり、 
t ルつタイマー LED が点滅します。 

ルつタイマースタート時に露出とピントが固定され 
ます。 

ルつタイマー作動中にシャッターボタンを押すと、 
セルつタイマー作動をやり直します。 

•スト□ボ巧逗中はセルつタイマーをスタートすること 
はでさません。 


〈連続セルフタイマー撮影〉 

連続してセルフタイマー撮影を巧いたいときは、 
"連続セルフタイマー撮影モード"にします。 

セルフタイマー設定時にマーク（"公10 " または 
■* 0 ") が点減ずるまでセルフタイマーボタンを 
押し続けまず。（約2秒） 

これで設定完了です。 

•カメラ單源を日 F F にすると連続セルフタイマー撮影 
は解除されます。 
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ピント位置を手勤でセツトすることげできます。 
距離を固定しての定点撮影や、絞りを絞り込んで 
鮮明に写る範囲を広げての撮影などがでさます。 


0) タイヤル□ック解除ボタンを巧しながら、メイ 
ンスイッチ兼フォーカスダイヤルを回して‘‘マ 
ニュアルフオーカス嚴囲（□.己〜 w )" にセット 
しまず。 
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愈ダイヤルを回ずと表示パネルに撮影距離（ピン 
卜位置）び表示ごれまずので、お望の撮影距離 
をセットしまず。 

♦撮影距離は、フォーカスダイヤルを動かしている間表 
示され、ダイヤル停止後約2秒間表をして消えます。 
♦セットした摇影距離はシャッターボタン半押しで約2 
砂間表示されます。 

♦ファインダー內にはセットした摇影距請に含わせて 
フォーカス表示が点灯します。 

♦次ページの被写界深度表（稱明に写る範囲）を参考に 
撮影距離をセットしてください。 

(を被写体の大きごと括図を巧めてシャッターボタ 

ンを巧しまず。セットした撮影距離にピントを 
合わせ、シャッターが切れます。 









〈被写巧深度表〉（単位 - m ) :セットした撮影距雖と絞りに巧しての鮮明に写る範囲です。 


0.48 - 0.52 
0.64 〜 0.75 
0.90 ~ 1.13 
1.28 〜1,83 
1.62 〜 2.64 
2.2 日〜 4.7 


0.49-0.51 
0.68 - 0.72 
0.9己〜1 .0 日 
1.3 扫〜1.目已 
1.78 〜 2.29 
2.51 〜 3.7 


日.4日〜0.53 
日.日已〜0.76 
日.目目〜 1.14 
1.2 日〜 1.88 
1.58 〜 2.76 

2.12 〜已 .2 


日.4日〜 0.55 
日.日！〜0.83 
0.82 〜 1.31 
1.1 1〜 2.39 
1.3 已〜 4.0 
1.72 〜 13.7 


0.4已〜日.5日 
0.61〜 0.84 
0.81 〜 1.33 
1.09 - 2.44 
1.33 〜 4.2 
1.6 白〜14,9 
2.17 〜〇〇 

2.75〜 m 
3.8 〜 M 


0.41 〜日.6已 
0.53 -1 .06 
日.68〜 2.03 
0.86 - 7.0 
1 .0 日〜00 
1_1白〜〇〇 
1,4日〜〇〇 
1. 日 ！〜00 
1 .91 〜〇〇 


3.8 〜7.已 
6.0 -31.6 
14.6 〜〇〇 


2.94 〜1 7.9 
4-2 〜〇〇 
7.日〜〇〇 


2.2] 〜 W 

2.80 〜w 
3’9 〜 W 


おお拒巧 ( m ) 

日.5 
0.7 
1.0 
1.5 
2.0 
3‘0 
5.0 
10 


30 mm (ワイド）時 60 mm (テレ）時 

巧り値 （） 

は実巧 h 阳 3.7 8 16 3.7 (6.7) 8 (14.6) 16 (26 .日) 


4 

立 M 8 


15 0 

迁斗〇6 
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Is カスタム機能 


このカメラには、次の表のよラに6項目の"カスタム機能"を搭載していまず。お買い上げ時は標準的な 
機能（巧容番号の標準設定"日’’）にセットしてありまず。（この取扱説明書では"日"の状態を説明して 
いまず。）カスタム機能を変更したい場合は’カスタム機能のセットのしかた/ ( P 己 2) をご芭ください。 
♦カスタム機能をセツ ト すると力ラの機能 や 操作手順が変わります。このページをよくお読みい ただを、 正しくご使 
巧 < ださい。 


〈カスタム機能一覧表〉 



内容ち号 

巧準醜 

巧腑 



巧能番号 

(0) 

(1) 


(2) 


CF 1: フイルムささち 
し時のフイルム巧日 

フイルムをパト□ーネ内にす 
ベて巻さ込む。 

フィルム先端をパト□ーネの 
がに巧す。 




CF 2: レンズ巧り出し 
時巧 

シャツターび切れる直前 

シャッターボタン半押し時 



已〇 

CF 3 : 才ートフオーカ 
スの巧巧巧囲 （♦) 

プ□グラムオート時：マルチ 
絞〇语巧オート時：マルチ 

プ□グラムオート時：スポット 
撼〇憑巧オート時：スポット 

プ□グラムオート時;マルチ 
絞り巧巧オート時：スポット 




内ちま号 

巧微定 

掘晩 


巧能ち号 

(0) 

(1) 

(2) 

CF 4: カメラ R 巧 ON 
時の S 出モードとレ 
ンスの巧 0 出し位 ■ 

盛出モード ： P (プ□グラム 
才ート） 

レンズ位 S :ワイド端 

滋出モード：カメラ單源日 F 

F 直前の設定と同じ 
レンス位置：カメラ單源日 F 

F 直前のズーム位 S と同じ 


CF 已：マニュアル 
フォーカスの巧巧 
醜 

フォーカスダイヤルを回して 
設定 

セツトボタンを押しなび6、 

フオーカスダイヤルを回して 

ミ凡巧 
己及 


CF 反8出巧正记 

1/3 EV (表示例： +0.3) 

1/2 EV (表示例： +0.5) 



(*) オートフォーカス測距範囲の詳細は P 已 3 をごじください。 
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機能番号內容番号 


- 1 

i - 

1 - 


スト□ボ i 

ボタン— ◎ 

CF 

1 

: 1 '- 己 



V uni [ OC し G レ I OC I n 

〇 © © © © 


セレクトボタン' 


\セツトボタン 


① 


③ 


〈カスタム機能のセットのしかた〉 

①カメラ電源を " OFF " にし、スト□ボボタン 
とセットボタンを、"カスタム機能切り替えモー 
ド"が表示されるまで同時に巧し続けまず。 （ 2 
お似上） 

(1) セレクトボタンを巧して"機能番号"または"内 
容番号"を点滅させます。 


己2 


③ 


④ 


感セットボタンを巧して巧望の数字に変えまず。 
(き)そのまま8秒間放垣ずると、通常表示に戻り、 
カスタム機能がセットされまず。 

♦点滅中にメインスイッチ’を " A F ’’ にしても、カスタム 
機能がセットされます。 

♦カスタム機能設定中でち8秒間放置すると、設定中の 
内容でカスタム機能びセットされまず:， 























、その他 


フアイン ダー 



.乙フオーカスフレーム 


フ オーカ スフ レーム 



マルチフ オー カス範囲 スポットフ オー カス節囲 

(ワイド時） （ワイド時） 


〈フ オー カス節囲〉 

この力六ラには才ートフオーカス時のピント含わ 
せに2種類のフオーカス範囲び用意されておりま 
す。 

プ□グラムオート時：マルチフオーカス 
絞り植巧才ート時：マルチフォーカス 


①マルチフ オー カス 

被写体がフォーカスフレームか6多少はずれて 
いてちピント含わせがでさます。 

感スポットフ ォー カス 

特定の部分にピントを合わせたいとさに便利で 
す。 

フォーカス範囲の設定を変えるにはカスタム機能で行 
います。詳しくは P 己0をごおください。 
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〈露出制御図〉各絞りに対する測光範囲およびシヤツタースピードは図のようになります。(に日]日日時) 

プ□グラムオート 絞り植巧才ート（ワイト巧） 
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室内や巧35などの暗い被写体や、スト□ボを必要とずる 焦点距巧び 30 mm のとき、開巧では画面周辺の巧«氏 
被写体では、 " P " にずるか絞りを F 3.7 にして巧がず 下びみられまず。 F 5. 6な上に絞り込んで巧がずると巧 
ることをおずずめしまず。 辺光■のほ下が目立たなくなりまず。 

•絞り 値はズーミングに連動して変化し ます。 （ P 37 参 •カメラの測 光機能はズー S ングによる 絞り値の 変化に 
照） 連動して正常に作動し ます。 
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別売アクセサリー 


〈 CONTAX フラッシュアダプター SA -1> 



ク U ッブオンタイプの列 
部調光式況用スト□ボ 
を、コードレスで接続し 
て使用するためのアダフ 
ターです。内蔵スト□ボ 
ではスト□ボ光が届かな 
い距離で使用します。 


□CONTAX Tvs 皿に使用するとき 

外部測光式オート機能のあるスト□ボ、またはマニユア 
ルスト□ボを使用してくだごい。 

列部測光式オートの蜗含は、使用するスト□ボの調光絞 
0値にをわせて力;^ラの絞0値をセットしてください。 
力;^ラを" P" にセットしたときは、内感スト□ボの帖 
お距離を越える場合、絞り値は3加 nm 時 F3.7、 目日 mm 
時 F6.7 にな0ます。 


マニュアルスト□ボの場合は、なの式に従って適 正路 出 
になるよラに 擴影 距離を算出しその距離を越えないよう 
に撮影してくだごい。 

ガイドナン八一 

ぶお距離 （ m ) 二-（に日1日日時） 

紋〇値 

(ガイドナンバーは取り付けたスト□ボの取巧説明雷を 
ごにください。） 

力;^ラを内廊スト□ボか発光するモードにセットし、取 
りイ寸けたスト□ボおよび巧顧スト□ボの充爾完了を確認 
してからシャッターボタンを巧して愼影してくだごい。 
♦赤目 軽減 自動発光モードおよび 夜祭 ポートレートモー 
ドでは使用でさません。 

♦力;^ラの嬰ぶたを開けたとさに当たらない位圈に取0 
巧けてくだごい。 
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〈CONTAX Tvs in セミ八ードケース 
CC -77> 

CONTAX Tvs のを収納する速写タイプの牛革 
製ケースです。 

< CONTAXTvsin デラックスストラップ> 

CONTAX Tvs in 用デラックスストラツプです。 


主な仕様 

型式 ： 3己 mm ズームレンズ内蔵全自動レンズ 

シャッター式 A F ゎ乂ラ 
画面ヴイズ： 24 x 36 mnn 
レンズ：カールツァイスバリオゾナー下*30〜 
60 mmF 3.7〜6.7 (日群目枚） 

にち絞り ： F 3.7 〜16け二 30 mm ) 


描影範圓： 0. 己 m 〜 W 

シャッター：ダブルビトウィーン式レンズシャッター 
シャッター スピー ド： 16秒〜1/1000秒（絞り開放時 
思速1/己□□秒） 

麗出制御：プ□グラム AE 、 絞り岐先 AE 
避出連動範囲： EV 0- EV 18 
測光方式： 2分割外部測光方式 ( SPD 亲子使用） 

露出補正： ±2 E \/ (1/3 ステップ）、 （1/2 ステップ 
切曾巧） 

フィルム感度：自動セット （ DX 方式）侶02己〜己000 
に連動、 DX フィルム Ul がはに日 ] 00に設定 
ピントちねせ：フブーカスダイヤルによるオートフォー 
カス、マニュアルフォーカス切替式 
測距方式：外部パッシブ方式、 AF 補助光、フォーカス□ッ 
ク撒棉付 

ファインダー型式；実像式ズームファインダー、倍率およ 
び視野率 •’0.42 〜日 —76 倍 83%(3 m ) 
ファインダー内表示：撮お範囲梓、近距離拋驗 
雜囲梓、フォーカスフレーム、シャッタース 
ピード、露出補正マーク、フブーカス距離表 
示、スト□ボ7—ク 





視度調整：視度調整機橘内蔵、調整範囲 + 2D 〜 一3 .已日 

表示パネル：スポットオートフォーカス表示、電池残壁表 
お、セルフタイマー表示 （1 日がまたは2砂）、 
フィルムカウンター/曰巧‘時刻/逃出補正値 
/設定距請/セルフタイマーカウンター/カス 
タムファンクシヨンの各表示、スト□ボモー 
ド（自動発光、赤目軽お目動発光、強制発光、 
発光禁止、夜泉ポートレート）、デートマーク 

フィルム装憤：オート□ーディング式、（自動空をり機揭 
巧） 

フィルム卷さ上げ：自動卷さ上げ 

フィルム卷き戻し；オート U ターン/オートストップ機销、 
途中巻さ戻し可能 

フィルムカウンター：表示パネルに表示、自動獲元順算式 

セルフタイマー：畢テ式、作動時間] 0秒と2抄、途中解 
除巧 

スト□ボ：巧鼠式スームスト□ボ.フラッシュマチックお 
よびガイドナンバー制御式スト□ボ 
撮影跑離； P44 をご||<ださい。 

巧電時間：約日砂（常温、新品!電池使用、当社 
撮影基準による） 


カスタム槪能：•フィルム卷き戻し時のフィルム残り 

-レンズの緩り出し時期- オー トフ ォー カス 
の測距範囲-カメラ電源日 N 時の盐出モード 
とレンズの繰り出し 位置 -マニュアルフ ォー 
カスの距離設定-巧出補正傾 
裏ぶた：菓ぶた開放ノブによる開閉式 
電池 ：3VU チウム電池 （CR123A または 

DL123A) 

1本、己日％スト□ボ使用で24枚蹈りフィル 
ム約7本慢影可能（常温、新品電池使巧、 

当社櫃穀基準による） 

写し込み滞能：日付-時刻の写し込み。 

寸ま ： （ 幅） 11 日.已 X 幅す）日 4 X (與巧き） 40 mm 
質置 : 320 邑 

* 仕様-が観の一部を予告なく変更することびあります 
のでご了承ください。 
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トラツ 


ストラップ（付属品） 

ストラップは図のように取り付けてください。 
りVンドストラップとシヨルタ’ーストラップの 
2種類付属） 
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-ス 


カメラケース（付属品、牛革製） 

脱落防止ホックび左ちにあります。八ンドスト 
ラップ使用時にはシャッター側のホックを、 
ショルダーストラップ使用時にはスト□ボ側の 
ホックをご使用ください。 








